
高知城ホール高知城ホール（（22階大会議室）階大会議室）

共催： 高知大学 共催：京都大学地域研究統合情報センター

2007年6月17日（日）13:00～17:00

高知県高知市丸ノ内2丁目1-10 http://www.kochijyohall.jp/

入場無料入場無料

第17回日本熱帯生態学会年次大会事務局 Tel 088-864-5183
第17回日本熱帯生態学会HPアドレス：http://www.kochi-u.ac.jp/JA/news/070615jaste17/

【問い合わせ】

サラワクの人と森の関わりから，今後の熱帯雨林地域のあり方について考えたいと思います．サラワクの人と森の関わりから，今後の熱帯雨林地域のあり方について考えたいと思います．

最前線の研究者，地域医療支援最前線の研究者，地域医療支援NGONGO関係者やエコツーリズムを実践している旅行会社の方に関係者やエコツーリズムを実践している旅行会社の方に

現地からの生の声を伝えていただき，会場の皆さまと議論を深めたいと考えています．現地からの生の声を伝えていただき，会場の皆さまと議論を深めたいと考えています．

会場案内図会場案内図

●高知I.Cから～車で20分
●J R高知駅から～車で5分
●電停（高知城前）から～徒歩5分

一般講演は同会場で6月16日8：45～17日12：00に開催（こちらは参加費が必要です）

熱帯雨林の人と森－サラワクからの便り熱帯雨林の人と森－サラワクからの便り

第第1717回回 日本熱帯生態学会日本熱帯生態学会 公開シンポジウム公開シンポジウム

司会／櫻井克年 （高知大学・副学長，第17回日本熱帯生態学会・大会実行委員長）

○ ボルネオ熱帯林：生物が季節を創る森 酒井章子
京都大学生態学研究センター・准教授

○ サラワクの森林開発と先住民社会 祖田亮次
北海道大学大学院文学研究科・准教授

○ NGOによる福祉支援の視点から 中澤和代
～先住（少数）民族社会の現状～ アジア地域福祉と交流の会（ACE）

○ サラワク州の熱帯雨林 酒井和枝
～人と森が育むエコ・ツーリズム～ INSAR TOURS & TRAVEL・代表取締役

○ サラワクの過去・現在から未来を想う 山田 勇
立命館アジア太平洋大学・客員教授

日本熱帯生態学会・会長


